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Ⅰ 出会い・結婚支援 

 

 

事 業 名 ひろしま出会いサポートセンター設置運営等事業 財 源 県委託料（一部広告収入） 
    

実 績 額 17,400,954 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

１ ひろしま出会いサポートセンター設置・運営業務 
（１）会員への情報提供 
  ① 会員サービス    ② 啓発活動    ③ こいのわカフェ 
（２）企業を中心とした結婚・婚活がしやすい環境づくり 

２ ひろしま出会いサポーターズ構築業務 
（１）サポーターズの発掘・任命・登録 
（２）サポーターズ研修 

  

主な実績 

   

   

   

   

  

特記事項 

 

ひろしま出会いサポートセンターの会員数が１万人を突破したことを記念して 

定員男女各 100 名で「こいのわ 100×100happy パーティー」を開催 

     

日 時：２月２４日（土） 

    18：00～21：00 

会 場：オリエンタルホテル 

ゲスト：中島尚樹さん 

  

参 加 者 

の 声 

[会員アンケートより抜粋] 

〇県の事業で安心して参加することができました。 

〇いつも参加させて頂く度に過ごしやすく的確なサポートや運営をして頂き大変ありが

たい存在です。これからもよろしくお願い致します。  

〇先日の 100 対 100 のイベントに参加しました。以前にお世話になったこいのわボラン

ティアさんがいらっしゃって、受付けでお話しをさせていただきリラックスしてイベ

ントに臨めました。２年程参加させていただいて初めて理想的な相手とお会いできま

した。関係者の皆様ありがとうございます。 

[サポーターズ・ボランティア合同研修会アンケートより抜粋] 

〇具体的な声掛けフレーズが参考になった。 

〇各団体等の様子が聞けて良かった。共通の悩みがある事に安心した。 

１ 結婚に向けた情報提供等（公１‐第３） 

ひろサポ会員登録者 ひろサポ会員成婚者 

こいのわカフェ参加者 こいのわカフェ開催 こいのわカフェマッチング 

延べ 371 組（+31） 

111 人（+52） 

出会いサポーターズ 

31 団体（+５） 

ひろサポ応援企業 

127 社（+23） 

ホームページアクセス 

ひろサポサービス協力店 

262 店舗（+58） 

フェイスブックフォロアー 

674 人（+74） 

ツイッターフォロアー 

65 人（+48） 

ひろサポ会員１万人突破イベントを開催 
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Ⅱ 妊娠・出産支援 

 

事 業 名 広島県こうのとり基金事業 財 源 広島県こうのとり基金 
    

実 績 額 23,128 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

１ 啓発セミナー 
   大学生対象のライフプランセミナーを開催 
２ 妊活セミナー・治療中の方同士の交流会 
    産科医の講演会、当事者の交流会、個別相談会をセットで開催 
３ 募金箱の設置  

  

主な実績 

 

  

参 加 者 

の 声 

[大学生アンケートより抜粋] 

〇子供が生まれる確率は思ったより高くないということがわかった。 

〇不妊は他人ごとではないと思った。 

〇男性側にも不妊の原因があることを知らなかった。 

[妊活セミナーアンケートより抜粋 

〇若い頃に聞いておけばよかった。 

〇改めて月経の仕組を学ぶことで、色々な思い違いに気づくことができてよかった。 

Ⅲ 子育ち・子育て支援 

 
 
 

事 業 名 イクちゃんネット運営事業 財 源 県委託料，自主財源 
    

実 績 額 6,590,725 円 区 分 公益事業 6,530,591 円,収益事業 60,134 円 
    

実施内容 

１ イクちゃんネットの運営（県委託） 

（１）イクちゃんネット保守業務施 

（２）掲載情報等の更新及び内容修正等の管理業務 

（３）ツイッター・フェイスブックによる情報発信 

２ バナー広告枠の販売（収益事業） 
  

主な実績 

   

   

 

特記事項 

 

 

乳幼児の事故や症状が出た時の対処方法などがわかるコンテンツ「おうちの看護」

について、作成から１０年が経過し、日本小児科医会のサイトなどと異なる点が出て

きたため、広島県小児科医会に監修を依頼し、最新の知見に基づく時点修正を実施 

１ 妊娠・出産に関する普及啓発等（公１‐第３） 

第１ 子育ち・子育て支援に関する情報の収集及び提供並びに意識啓発 

ライフプランセミナー参加者 相談会相談件数 募金額 

イクちゃんネットアクセス数 フェイスブックフォロアー 

697△（+210 人） 

ツイッターフォロアー 

2,115 人（+75 人） 

バナー広告掲載 

６社（前年度同数）

「パパママ応援おうちの看護」の時点修正を実施 
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 事業名 Ｋｉｄｓ☆めるまが運営事業 財 源 自主財源 
    

実 績 額 526,164 円 区 分 公益事業 526,164 円,収益事業 0円 
    

概 要 子育て情報をタイムリーに配信する「Ｋｉｄｓ☆めるまが」を運営する。 
  

実施内容 

１ メルマガ会員への情報配信 

２ アンケート調査の配信 

３ 企業情報（広告）の配信（１回の広告料５万円） 
  

主な実績 

 

  

特記事業 

 

 

大手セルフうどんの丸亀製麺が、イクちゃんサービス店に参加し、メルマガ 

会員限定に送られるイクちゃん画像で、①ミニサイズうどん②並から大への 

サイズアップのいずれかがサービスされるようになってから会員が急増した。 

  

 

 

  

 

県こども家庭課の委託を受け、会員が選択するカテゴリに「ひとり親家庭等 

支援」を追加し、無料学習支援や相談会、こども食堂の開催情報などを配信 

 

  

  

メルマガ会員数 

30,298 人（+4,000）

配信回数 

453 回（+111）

広告配信回数 

0 回（△１）

メルマガ会員が３万人を突破 

「ひとり親家庭等支援」のカテゴリを追加 
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事 業 名 イクちゃん子育てガイド発行事業 財 源 自主財源 
    

実 績 額 5,323,031 円 区 分 公益事業 3,341,620 円,収益事業 1,981,411 円 
    

概 要 
育児不安の解消と，楽しい子育てに役立ててもらうことを目的として，子育てに役立

つ情報を盛り込んだガイドブックを作成し，母子手帳交付時等に配付する。 
  

実施内容 

１ イクちゃん子育てガイドの作成・配布 

（１）前年度版を最新情報に更新し，原稿を作成 

<掲載内容> 

① 出産したら ②産後のママの体 ③赤ちゃんの病気 ④子どもの事故予防 

⑤ パパの育児・家事の楽しみ ⑥ 子育て応援施設・制度 ⑦子育て相談機関 

⑧ 子育てサークル等の紹介  ⑨ 働くママ＆パパ応援制度  

⑩ 子ども連れにやさしい施設 など 

（２）冊子の作成と市町への配布を外部委託により実施 

 

２ 広告掲載（収益事業） 

  冊子の作成委託を行った業者に広告枠の販売も委託し，収益は公益事業及び法人 

事業の財源として使用 
  

主な実績 

 

 

 

事 業 名 おうちでデキル親子スキルアップ・イクちゃん意識啓発事業 財 源 自主財源 
    

実 績 額 160,572 円 区 分 公益事業 160,572 円,収益事業 0円 
    

実施内容 

１ 広島エフエム番組「ＤＡＹＳ！」内『papamama smile club』の放送 

<放送日> 毎月第１、３木曜日 15：00～15：15  

<出演者> 地域で活動している子育て支援者，イクちゃんサービス登録店舗， 

県歯科医師会，県子育て支援担当者 など 
 
２ 県内配布のフリーペーパー６誌に子育て応援情報を配信 

 誌名 発行時期 発行エリア  

 ママンペール 年４回（季刊） 県西部地域に約１０万部  

 クルール 年６回（偶数月） 県西部地域の保育所等に約４万部  

 ぬりえーる 年３回 県西部地域の保育所等に約４万部  

 びんまる 年 12 回 県東部地域の保育所等に約２万部  

 えんじーな 年 12 回 県内全域の幼稚園等に約４万部  

３ イクちゃんイラスト入り名刺の販売（収益事業） 

広島県の子ども元気いっぱいキャラクター「イクちゃん」をＰＲするため，イクち

ゃんのイラスト入り名刺を作成・販売し，「子どもと子育てをみんなで応援する地域づ

くり」について意識啓発を実施 

※収益は公益事業及び法人事業の財源として使用 

<販売価格> 1 件（100 枚当たり）1,300 円 
  

主な実績 

 

  

子育てガイド発行部数 広告掲載企業 

５１社（△３） 

 

スマイルクラブ放送 

24 回（△27） 

フリーペーパー掲載 

35 回（△１） 

名刺販売件数 

４０件（+５）
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事 業 名 寄附を活用した子育て応援事業 財 源 県委託料 
    

実 績 額 3,278,077 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

ふるさと納税とイオングループからの寄附金を活用したイベントや講演会 

 

テーマ 「子どもの生活とメディア」～何が問題？何が大切？～ 

 
日 時 平成２９年９月３０日（素）１３:００～１５:００ 

会 場 広島 YMCA 国際文化センターホール 

講 師 筑紫女学園大学人間科学部 准教授 原 陽一郎先生 

２ 地域講演会① 

 

テーマ 
おもちゃの広場がやってきた＆おもちゃセミナー 

「おもちゃでかわる わたしの子育て」 

  日 時

会 場 

東広島 8/11（金）東広島市中央図書館 

広 島 8/12（土）クリップひろしま 

廿日市 8/13（日）廿日市市あいプラザ 

各会場とも 10：00～15：00 

講 師 東京おもちゃ美術館副館長 石井今日子 氏 

３ 地域講演会② 

 

テーマ 親子で楽しむ♪ジャズコンサート 

  
会 場 三原市芸術文化センターポポロ 

日 時 平成３０年３月１７日（土）13:00～15:00 

出 演 中川ひろたか with MGQ 

 
  

主な実績 

 

  

参 加 者 

の 声 

[「子どもの生活とメディア」アンケートより抜粋] 

〇子供にスマホを与えてはいけない。とは聞いてはいるけど、何で良くないか、その理

由が明確になりました。 

〇家事の時などにテレビやスマホを渡してしまうことが多くて本当にこれでいいのかと

気になっていたので、問題点や関わり方について学ぶことができて良かった。 

〇自分もやってしまっているドキッとする話でした。子どもにメディアを単に禁止する

より楽しい事をみつけるという事はなるほど、と思いました。 

[「おもちゃセミナー」アンケートより抜粋] 

〇大人が与えるオモチャより子供が興味を持ち手に取って遊ぶオモチャの方が自分で考

え楽しめるのが良く分かりました。子供は遊びの天才ですネ！ 

〇やはり、木のおもちゃはぬくもりがあり日本のおもちゃなので舐めても安心感があり

ます。初めて知ったおもちゃもあり、親もへぇーと思う物もありました。 

〇おもちゃを子供に与えるだけではなく、親も入って遊ぶ事が大切ということが印象に

残りました。 

〇また広島で開催して下さい。宜しくおねがいします。 

[「ジャズコンサート」アンケートより抜粋] 

〇コンサートと言えば、未就学児が入れないことが多いですが、親子で楽しめるコンサ

ートということで、子供と一緒に音楽を楽しむことができて非常によかったです。 

〇最高でした！！生の演奏と楽しい歌、おしゃべりをこどもと大笑いして楽しめるなん

て最高でした！！また参加したいです。ありがとうございました。 

〇とても楽しく参加させてもらいました。県北からの参加だったのですが、是非県北で

も親子コンサートを開催していただけたら嬉しいです。 

第２ 子育て・子育て支援に関する講座・研修の企画実施 

特別講演会参加者 

69 名 

地域講演会①参加者 

860 名 

地域講演会②参加者 

977 名 
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事 業 名 親育ち応援講座実施事業（BP・お父さん応援 P） 財 源 自主財源 
    

実 績 額 709,580 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

１ 親子の絆づくりプログラム“赤ちゃんがきた！”（通称：ＢＰ） 

 内 容 0 歳の子どもを初めて育てている親のためのプログラム  
 目 的 親子の絆づくり，親どうしの仲間づくり，乳児期に必要な基礎知識の獲得  
 形 式 4 週連続 4回実施，財団の登録コーディネーターを派遣して実施  

２ お父さん応援プログラム 

 
内 容 父親の役割や仕事と子育ての両立について学ぶワークショップ形式の研修会 

 目 的 仕事と子育ての両立支援に取組む企業を応援することで父親の育児参加を促進 

形 式 １回２時間で実施，プログラム作成団体認定のファシリテーターを財団から派遣 
 

  

主な実績 

 

 

 
  

参 加 者 

の 声 

[BP 参加者アンケートより抜粋] 

〇もう少し方の力を抜いて大丈夫なんだなと安心できました。 

〇プログラムの間、家事を気にすることなく赤ちゃんと向き合えて貴重な時間でした。 

〇みんな悩みは一緒で、深く悩む必要はないんだと思いました。 

〇たくさん抱っこして愛情を注いであげます！ 

 

[お父さん P 参加者アンケートより抜粋] 

〇子どもとの時間の一瞬一瞬が大切なことを再認識できました。 

〇父親としての役割、大切さを改めて考えることができました。 

〇子育てリソースに支えられていることに改めて気づいた。 

〇他の人の考え方が聞けて参考になった。 

 

事 業 名 親育ち応援講座実施事業（ひとり親家庭等支援事業） 財 源 県委託料 
    

実 績 額 423,150 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

１ ひとり親家庭等を対象とする家計管理講習会 

 テーマ お財布サバイバル～子どもにかけるお金（進学編）～  

 日 時 ９月２日（土）14：00～15：30 ９月９日（土）14：00～15：30  

 会 場 東広島市サンスクエア 府中町くすのきプラザ  

 講 師 (株)まなびシード 友田覚氏、NPO 法人ヴァパウス 木村素子氏  

２ Ｋｉｄｓ☆めるまが改修 

 ・メルマガ会員が選べる配信カテゴリに「ひとり親家庭等支援」を追加 

・また、名刺大の広報用カードを作成し、市町の児童扶養手当窓口で配布 
  

主な実績 

 

 

  

参 加 者 

の 声 

[参加者アンケートより] 

〇奨学金について、なんとなくのイメージしかなかったのですが、具体的な知識を得る

ことができて、良い機会となりました。子どもの進学のためにこれからも情報を収集

したいです。 

〇自分ひとりではわかりにくい奨学金について、わかりやすく教えて頂けて良かったで

す。ヴァパウスのような場所が近隣にあったらよいなと思いました。 

B 実施団体 

６団体（±０） 

BP 参加親子数 

43 組（+10） 

 

お父さん応援 P実施企業 

講習会参加者 

27 名 389 名（３月末） 
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事 業 名 
親育ち応援講座実施事業 

（子育て家庭の防災・減災スキルアップセミナー） 
財源 県委託料 

    

実 績 額 1,477,900 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

子育て中の女性向け防災教室を開催する「トレーナー養成講座」を県内３か所

で開催 

１ 日時・会場 
①10/ 4（水）福山市生涯学習センター 
②11/27（月）三次市福祉保健センター 
③11/28（水）広島市ひと・まちプラザ 

２ 講師 
NPO 法人はままつ子育てネットワーク 
ぴっぴ  理事長  原田博子氏 
NPO 日本ファシリテーション協会  

フェロー 鈴木まりこ氏 

 

 
  

主な実績 

 

 

 
  

参 加 者 

の 声 

[トレーナー養成講座アンケートより抜粋] 

〇防災というと、なんとなく難しい感じがするので、減災なら、日頃からの取り組みな

のかなぁと思った。これを考えるきっかけに、ぜひ、このカードを活用したい。 

〇「防災教室」というと、子育て中のお母さん方は絶対といっていいほど参加はされな

いと思うが、わかりやすく楽しく進められるカードがあると、とても参加しやすい

し、興味をもちやすいと思いました。 

〇のどもと過ぎれば何とやら…と、人々の意識次元かつ変わり易いので、日頃の準備が

大切だと思った。仲間を増やすこと、家族や地域との関わりも深めたり、会話も幅広

くもつことも大事だと改めて感じました。 

 

[トレーナーによる防災教室参加者の声] 

〇カードひとつひとつの内容は、テレビなどで知っているはずだけど自分事としていな

かった。何回でも学ぶことが大切。 

〇とても良かった。画期的な講座でした。友人とＪカードゲームしたい！と思いまし

た。話すきっかけにもなるし、人の考え方と違うのも勉強になりました。聞くばかり

の講座より、主体的になれて、人の言葉や自分の言葉が頭に入って残る気がした。     

〇自分だけじゃなく、子どもがいることを前提に考えていきたいと思います。自宅での

話合いが必要だと思った。防災に対する意識が高まるきっかけになりよかったです。 

 

研修参加者（トレーナー 

養成実績）96 名 

トレーナーによる防災教室 

 

（事業主体）広島県 

（受託者）ひろしまこども夢財団 

トレーナー養成講座の開催 

広島会場 福山会場 三次会場 

 

地域子育て支援センタースタッフ 

育児サークル主催者   など 

〇〇〇〇  〇〇〇〇  〇〇〇〇 
〇〇〇〇   〇〇〇   〇〇〇〇 
 〇           〇〇 子育て中の女性 

委託 

参加 

トレーナーとしてプログラムを実施 
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事 業 名 子育て支援スタッフ・リーダー研修事業 財 源 自主財源 
    

実 績 額 1,185,930 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

１ 子育て支援スタッフ研修  

 開催日 会場 講師 テーマ  

 
9/16

（土） 

福山市ものづく

り交流館 

日本福祉大学  

教授 渡辺顕一郎 氏 

子育てを支える“環境” 

（ネウボラ関係） 
 

 
10/14 

（土） 

広島県健康福祉 

センター 

子育て情報誌「miku」 

編集長 高祖常子 氏 

子育てママ・パパに響く

アプローチ 
 

 
11/18 

（土） 

広島県健康福祉 

センター 

ＮＰＯ法人ハンズオン！ 

埼玉 理事長 西川正 氏 
遊びの生まれる場所  

２ 子育て支援リーダー研修 

 
区 分 基礎講座 スキルアップ講座 

 
開催日 ７月１５～１６日（２日間） ２月２４～２５日（２日間） 

 会 場 広島県健康福祉センター  
 講 師 ＮＰＯ法人日本ファシリテーション協会 フェロー 鈴木まり子 氏  
 

  

主な実績 

 

  

参 加 者 

の 声 

[スタッフ研修アンケートより抜粋] 

〇ネウボラについて考え方が整理できました。午後からの演習は、それぞれの考え方の

中で交流できてよかったです。子育て支援の根っこの深さを感じました。 

〇これまでの保育で何気なく子どもたちにかけていた言葉が、子どもたちの気持ちを考

えていなかったかと反省しました。子どもの行動には必ず意味があるという事を気に

留めていこうと思った。保護者へも知らせていきたい。 

〇型にはめず、自由にさせることで子どもの自主性が育つ、異年齢、異世代の交流によ

り、視野を広げることができるこういったことは、日常のあらゆる場面で試すことが

できるので、活用したい。 

〇今まで仕事をしていて保護者と一緒に作るものも、職員だけでやってしまうようにな

ってしまっていた。今日のお話を聞いてヒントをたくさん頂けたのでこれからに活か

せたらと思いました。みんな参加型にするとクレームが減るというのは、なるほどと

納得するものでした。 

 

[リーダー研修（基礎）アンケートより抜粋] 

〇司会とファシリテーターの違いを感じました。時間配分に気を付けたことがなかった

ので、それもとても勉強になりました。 

〇子育て支援の場で、支援のあり方について考えていくポイントになった。支援者が主

になっていると反省する。イベント等、安易に楽しむことを主に決めていたと思う。

目標を持っていることで、支援が進めていきやすいと思った。 

 

[リーダー研修（スキルアップ）アンケートより抜粋] 

〇自分で体験することで学ぶことがたくさんありました。場数も踏みながら、失敗もし

ながらまだまだ学ぶことはたくさんあると思いました。 

〇目標とねらいがつながるプログラムは、作っていて楽しかったです。仲間と作るとき

も目標、ねらいを共有して進めてみたいと思います。 

 

 

  

スタッフ研修参加者 

125 名（△16） 

リーダー研修（基礎） 

参加者 22 名（△6） 

43 名（△16） 

参加者 21 名（±0） 

43 名（△16） 
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事 業 名 子育て環境改善事業 財 源 県委託料（一部自主財源） 

    

実 績 額 18,745,698 円 区 分 公益事業 
    

実 施 内 容 

 
１ 子育て応援イクちゃんサービス企業開拓・資質向上 
 （１）参加企業の開拓 （２）利用対象者の拡大 （３）広報活動  
 
２ 子育て家庭への周知 
 （１）子育て応援のＰＲを実施 （２）子育て世帯へのアンケート実施 
 
３ 地域における子育て支援活動の推進 
 （１）コーディネーターによる地域活動支援 （２）コーディネーター実践研修会 

  

主 な 実 績 

 

  

特 記 事 項 

 

 

子供、親子、支援者などの写真を公募し、応募の 

あった写真を合成して、イクちゃんを主題とする 

「モザイクアート」を作成し、11 月 19 日の「いい 

育児の日」に合わせて披露することで、子育てを 

応援する機運の醸成を図った。 

 

 

 新たに対象となる中高生への周知を図るため、ポスターを作成し、学校に配布した。 

また、自転車店や楽器店の組合に登録を依頼した。 

 

 

 子育て中のパパママとイクちゃんサービス参加店が参加する意見交換会を３年ぶりに開

催し、登録コーディネーターが企画運営することで、地域における子育て支援の課題の明

確化とコーディネーターのスキルアップを図った。 
  

参 加 者 

の 声 

[イクちゃんブロガー意見交換会アンケートより抜粋] 

〇ウインク編集長さんから，プロの記事の書き方のポイントを少し教えてもらって，凄い

なあと感じました。今まではあまり深く考えないで記事(ブログ)を書いていたので，今

後の参考に出来たらと思います。写真の撮り方のお話とか聞いてみたいです。 

[コーディネーター実践研修会アンケートより抜粋] 

〇KP 法をやってみると（実践してみると）次に、あっ！こうすればよかった！！という

アイデアが浮かびました。場数は必要ですね。1月には高校生のグループワークがある

ので「えんたくん」使います。 

[イクちゃんサービス意見交換会アンケートより抜粋] 

〇子育て中の方が企業に求めているのは，施設などもありますが，ちょっとした店員の気

遣い（お声をかける/カゴをカートから取って上げるなど）であったことに驚き，でも

これを徹底するのが難しいなと実感しております。 

〇皆が子育てする中で考えていることが見えた。企業の方も色々考えているんだと知るこ

とが出来た。知らないことはとても沢山あるので，こういう場で皆の意見や知識が知れ

て良かった。 

第３ 子育てを支援する活動の実施 

イクちゃんサービス参加店 

6,568 名（+172） 

子育てイベントブース出展 

８回（+２） 

ベビールーム設置回数 

21 回（△4） 

イクちゃん着ぐるみ貸出 

38 件（△6） 

朝ごはん応募者 

1,524 名（△82） 

コーディネーター派遣 

26 回（+17） 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  

15 名（△7） 

支援のカタチ掲載団体 

99 団体（+13） 

イクちゃんモザイクアートを作成 

 

イクちゃんサービスの対象を18歳未満までに拡大 

３年ぶりにイクちゃんサービス意見交換会を開催 

ＫＰ法実践講座＆交流会

（えんたくんミーティング） 
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事 業 名 こども食堂支援事業 財 源 自主財源 
    

実 績 額 729,940 円 区 分 公益事業 
    

実 施 内 容 

 
１ 普及啓発事業 

①「広がれ！こども食堂の輪 全国ツアーin 広島」を県内３か所で開催 

 
日 時 8/26（土）13：00～16：30 8/27（日）13：00～16：30 2/24（日）13：00～15：30 

 会 場 福山市ものづくり交流館 広島市総合福祉センター 尾道市総合福祉センター 
講 師 NPO 法人豊島 WAKUWAKU ﾈｯﾄﾜｰｸ 理事長 栗林 知絵子 氏 

 ② モデル事業「イクちゃん夢食堂」 

２ 情報発信事業 
３ こども食堂支援事業補助金 
４ 「広がれ、こども食堂の輪！推進委員会」 
 こども食堂の運営者や支援団体の会議を開催し、ネットワークづくりを支援 

  

主 な 実 績 

 

 
                            

特 記 事 項 

 

 

「こども食堂を支援したい」という 

９３歳の男性、堂本正二様から５００ 

万円が寄附されることとなり、県庁で 

感謝状の贈呈式を実施し、マスコミ各 

社から報道された。 

 

 

  必要な支援の内容を知るため、財団で 

 こども食堂を試験的に開催し情報を収集 

した。（２回合わせて約５０名が参加）  

 

 

イクちゃん夢食堂の運営ボランティア及び全国ツアーの事例発表を澤田先生の 

研究室に依頼し、ゼミの研究テーマとしてこども食堂に取組んでもらった。 

  県内のこども食堂にボランティアとして参加し、運営者へのインタビューを行っ 

て得た研究成果の発表が好評であったため、中国新聞でも取組が紹介された。 
  

参 加 者 

の 声 

[全国ツアーアンケートより抜粋] 

〇是非早い機会に実現させたく努力をします。よい企画に感謝いたします。 

〇安田女子大学の居場所づくりの分類がとてもわかりやすく皆さんが言われていた自分達

の目的を明確にするにあたってしぼりやすい様な感じがした。 

〇歩いていける「食堂」なので、広島県、広島市の単位でなく区、町単位で広がって欲し

い。 

〇栗林さんのお話や事例発表はじめの 3つも大変興味深かったですし、最後の大学生の話

もこども食堂を客観的にみることのできる良いプレゼンでした。ありがとうございまし

た。 

〇大変勉強になる時間でした。私自身「多世代交流事業」をしてきましたがすっかり自信

をなくしました。いろいろな思いがあって・・・。勉強のしなおしです。ありがとうご

ざいました。 

[イクちゃん夢食堂アンケートより抜粋] 

〇スタッフの皆さんがとても親切で優しく声をかけてくださり雰囲気は良かったです。あ

りがとうございました!！ 

全国ツアー参加者 

計 495 名 

補助金交付団体 

5 団体 

県内の子供食堂 

個人から500万円の寄附を受領 

モデル食堂「イクちゃん夢食堂」を開催 

安田女子大学澤田研究室との連携 
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事 業 名 企業協働児童養護施設寄附等事業 財 源 自主財源 
    

実 績 額 2,484,654 円 区 分 公益事業 
  

実 施 内 容 

１ 寄附金受贈式 

 回 次 第２０期 第２１期  

 日 時 6 月 14 日（水）15 時～16 時 12 月 13 日（水）14 時 00 分～  

 会 場 広島修道院講堂 県庁本館１階１０２会議室  

  寄附金額 1,434,000 円 1,876,000 円  

２ 施設における寄附金の活用状況 

お 

 

児 童 養 護 

施 設 

クラブ活動や施設内外でのレクリエーション費,夏休み, 正月な

どの長期間の休暇に帰省できない子どもたちのための外出費など 
 
 りんご狩り そうめん流し など 

 

 

所 
乳  児  院 

施設内の設備の補充, 備品や子どもたちの衣類の購入，所属する

子どもたちのさまざまな体験活動など 
  
 液晶テレビ購入 水族館での体験活動 など 

 

 

 
  

主 な 実 績 

 

  

特 記 事 項 

  

 

両社の長年の貢献に感謝の意を表すため、 

広島修道院において記念式典を開催し、入所 

児童からのお礼の言葉や、感謝のしおり贈呈、 

施設見学などを行った。 

  

 
 
 
  寄附金額がこれまで最高の平成 23 年度（第 8・9期）を上回り過去最高額となった。 

第 20・20 期寄附金額 １施設あたり分配額 

165 千円（+45） 

第２０回記念式典を広島修道院で開催 

 
年間の寄附金額が過去最高を更新 

 

（千円） 
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事 業 名 広島県こども夢基金活動助成事業 財 源 広島県こども夢基金 
    

実 績 額 694,328 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

 

 

団 体 名 学校名 地域 活動内容 

 

子 供 遊 び 広 場 福 山 大 学 福 山 市 簡単なリトミックやアスレチック 

比 治 山 E S D 

チャレンジャーズ 
比治山大学 広 島 市 

自然観察や自然の素材を使った工

作等 

比治山保育ピース

ク リ エ イ タ ー ズ 
比治山大学 広 島 市 

文化の多様性を学ぶパネルシアタ

ー、巨大かるたや人間すごろく 

ス マ こ ね 
文 教 女 子 

大 学 
広 島 市 

異なる学校や学年の子供たちで山

登り体験 

安地区まちづくり 

プ ロ ジ ェ ク ト 

「おとなりさん」 

安 田 女 子 

大 学 
広 島 市 

学生が世話役をするミニスポーツ

大会や動物とのふれあい等 

福 山 ひ な た 教 室 福 山 大 学 福 山 市 

主にコミュニケーションや対人関

係に困難さを持つ児童や生徒を対

象に大学見学（ウォークラリー） 

学 習 支 援 団 体  

Ｅ フ ロ ン テ ィ ア 
修 道 大 学 広 島 市 

大学生により身近な物を使った実

験や工作などの授業 

芸 北 り ん ご 

サ ー ク ル 

加 計 高 校 

芸 北 分 校 
北広島町 りんごの摘果、袋掛け、収穫、加工 

芸 北 野 菜 

サ ー ク ル 

加 計 高 校 

芸 北 分 校 
北広島町 

野菜園の土づくり、施肥、うね立

て、定植、収穫 

 
  

主な実績 

 

  

参 加 者 

の 声 

[学生アンケートから抜粋] 

〇異年齢の子供同士が交流することができた。譲り合いを学ぶことができた。 

〇活動を通して子供たちの発言力，思考力及び問題解決能力が向上した。 

〇イベントの企画から運営に関わるなど，普段の大学生活の中では経験することのでき

ないことを経験し，これからの学びに生かすことができた。 

〇時間配分の取り方，集団をまとめる難しさ，一人ずつ個性の違う子供達への関わり方

などを学んだ。 

〇自分達がやりたいと思っていたことを，この事業があったおかげですることができ

た。また，参加者も楽しんで感動して帰られ，自分たちも学ぶことがあった。 

 

第４ 広島県こども夢基金活動助成 

助成団体 

９団体（+１） 

高校生への助成 

２団体（±０） 

活動への参加者 

1,019 名（△153） 


